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「漢方 (漢方医学 )」は，中国の伝統医学を基に日本に伝
わり，約1500年の変遷を経て日本独自の発展を遂げた医
学体系で，江戸時代に「蘭方 (オランダ医学 )」と区別し
て呼ばれるようになった．明治新政府による漢方廃絶の

政策から一時的に衰退したが，その後の医療環境の変化

により漢方医学の必要性が高まり，現在に至っている．

漢方医学の復興における第一の理由は，疾病構造の大

きな変化が挙げられる．生活習慣病，アレルギー性や精

神疾患，高齢化に伴う疾病の割合が高くなり，西洋医学

だけの対応では治療が困難となっている．第二は，新薬

の重篤な副作用に比べ，漢方薬での発現頻度がきわめて

低く，安全性が高いことである．漢方薬は複数の生薬か
ら構成される方剤で，単一で使用する民間薬や欧米の

ハーブ療法と異なる特性を持つ．第三に，西洋医学にお

ける過度の専門分化への反省から，患者を心身一如とし

て統合的に診る漢方医学の重要性が指摘されている．漢

方医学では，患者の満足度，つまり QOLの向上が最終
的な治療目的であり，西洋医学の治療に満足できない分

野を補う治療が実践されている．第四に，医療用漢方製

剤（エキス剤）が開発され，1976年に漢方薬が医療保険
の薬価基準に収載されたことで，日常診療で繁用される

ようになってきた．第五は，医療経済学的観点から複数

の診療科にかかる患者の多岐にわたる症状に対し，効率

的治療が可能である．第六に，漢方薬の臨床効果に対す
る薬理学的機序の解明が進み evidence-based medicine
の展開が可能になってきたことが大きい．これらを背景

に2002年より，医学教育のモデルカリキュラムに「和漢
薬を概説できる」という項目が到達目標として掲げられ

たことから，多くの医薬系大学の授業に何らかの形で導

入されている．

一方，WHO は伝統医学および薬用植物がプライマ
リーヘルスケアに果たす役割の大きいことを認め，世界

的な規模で薬用植物および生薬製剤の品質・安全性・有

効性に関するガイドラインを公表すると共に，利用推進

を提唱してきた．しかし，生薬市場のグローバル化と近

年の気候変動や自然環境の破壊は，天然物由来薬物の枯

渇を引き起こし，それらを治療に使用する伝統医学の将
来を脅かす．また，医師の約80％が漢方薬を診療に用い
ている我国の現状は，東西医薬品の併用療法による薬物

相互作用という新たな課題にも直面している．従来の単

一の医学体系でのみ処方されてきた場合と異なり，有害

事象を惹起する相互作用も

考慮した対策も欠かせな

い．

このように伝統医薬学と

生薬を巡る状況は大きく変

化しているが，医学理論の

難解さ，経験知が求められ

る病態認識の数量化や多成

分系の生薬による科学的根

拠の提供の不十分さゆえ薬

用資源の確保に対するコン

センサスが得られていると
は言い難い現状である．本

特集では，古来の難解な東

洋医学概論ではなく，基本

漢方医学の解説や西洋医学

的観点からの話題提供，教

育・研究への取り組みを次の8項目の観点から紹介したい．

1. 漢方医学の初歩的概論：グローバル化に向けて
（佐藤広康）

2. Mahalanobis-Taguchi法を用いた漢方医学的病態の数
量化 （柴原直利・条美智子）

3. 生薬の国内生産の重要性 （姜　東孝）

4. 和漢薬の特質：ウコン類生薬における品質の多様性
（橋京子）

5. 伝統薬製剤化の最前線：剤形の進化と製剤学研究　
～迅速な崩壊性と吸収性を備えた剤形の開発～

（橋幸一）

6. セルフメディケーションとハーブ療法 （東　由子）

7. 生薬製剤治療の臨床評価：QOL評価法 （森智子）

8. 生薬と生物工学 （川瀬雅也）

伝統医学は，客観的評価法や科学的解析手法の皆無

だった時代に確立されたが，『温故知新』に象徴されるよ

うに時空を経て確立・伝承された漢方医学は，民族に適

した最善の方法が取捨選択され，進化してきたと考えら

れる．現在，各領域における最新の研究から，新たなエ

ビデンスの蓄積途上で，医療において重要な示唆に富む．
伝統医薬学と生物工学をつなぐきっかけの一つになれば

幸いである．
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